大阪高等裁判所 裁判官　様

ノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟大阪地裁判決に対する
国の非人道的な控訴は直ちに棄却し、原爆症と認めてください

　

　国は、大阪地方裁判所第７民事部（3月20日）と同裁判所第２民事部（5月9日）が、原爆症認定申請却下処分の取り消しなどを求めるノーモア・ヒバクシャ近畿訴訟について下した判決に対し、国が敗訴した原告のうち２名について控訴しました。

今回控訴された１名は、1945年8月15日に長崎市に入市し被爆した83歳の男性です。もう１名は、8月6日に広島市に入市し、その後も救護活動で被爆した男性で、裁判中に亡くなっています。大阪地裁の両判決は、被爆者らが当時おかれた状況を具体的に勘案して原告の供述の信用性、および申請疾病の放射性起因性を認め、国の却下処分を取り消しました。
国は、2009年8月6日、「原爆症認定集団訴訟の終結に関する基本方針に係る確認書」に調印し、「今後、訴訟の場で争う必要のないよう」に定期協議の場で解決すると約束しながら、これを誠実に実行してきませんでした。
国の控訴は、上記「確認書」の趣旨に真っ向から反するものです。やむにやまれずに訴訟にふみきった原告ら被爆者にさらなる苦痛を強いるとともに、判決も聞けずにすでに亡くなっている被爆者に鞭打つ極めて非人道的な暴挙です。
裁判所におかれましては、第一回口頭弁論でただちに結審し、「控訴棄却」の判断をお願いします。
２０１４年（平成２６年）　　月　　　日

住所

氏名

私のひとこと

[image: image1]
